
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 片柳中学校 ）     学校番号 ２３２                            【様式】 

目 指 す 学 校 像  「地域から信頼され、地域とともに歩み、生徒・教職員一人ひとりの自己実現・Well-being が図れる学校」        

          

重 点 目 標  

１ 非認知能力も含めた真の学力の向上 
２ 安心・安全な環境の下、心豊かな生徒の育成 
３ コミュニティ－スクールを核とした地域と一体となった教育活動の展開 
４ 持続可能な新しい学校の在り方を求める教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年３月３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

〇令和５年全国学力・学習状況調査では、国語、

数学、英語共に正答率は全国平均にあと少しの

ところである。 

〇授業中多くの生徒は真面目に取り組んでいる

が、教科や内容によって個人差が大きい。 

＜課題＞ 

〇全国学力・学習状況調査の結果から国語は漢

字、古典に関する事項にやや課題が見られる。

数学は図形にやや課題が見られる。英語は情報

の読み取り、書くことにやや課題が見られる。 

〇学校評価「授業でできた、わかったという実感

が持てたか」が低下傾向にある。 

・市学力テスト

市学習状況調

査結果(質問紙

の結果も含む) 

 

・情報活用能力

と読解力の向

上 

 

①朝学習の充実とスタディサプリやドリ

ルパーク等の情報端末を活用した基

礎学力の向上、全教科単元末テスト

を実施し、日々の家庭学習の充実を

図る。(個別最適な学び) 

②様々な情報を収集し内容を吟味し、要

約したり、説明したりすることに全

教科等で取り組む。(NIE 教育の推進, 
よむ yomu ワークシートの活用 

①学校評価「授業でできた、わかったと

いう実感が持てたか」95％以上。 

②学校評価「家庭学習をしていますか」

80％以上。 

③学びの指標「ICT の活用」3.2 以上。 

④学校評価保護者アンケート「学校は

ICT を授業で活用していますか」85％

以上。 

 

方策①朝学習、情報端末の活用、単元末テス 

トは計画通り実施。単元内自由進度学習も数 

学で実践し、個別最適な学習スタイルができ 

始めた。②言語活動も全教科で取り組み、よ 

む Yomu ワークシートの活用も数回行われた。 

それらの結果指標①前年度比+2.3%で上昇し 

92％、指標②保護者回答は前年度比+3%上昇し 

たが、生徒回答は－4.8％。指標③3.02。授業 

におけるICTの活用はまだ道半ばである。指標 

④86.7％達成。ICT 活用の回答は上昇。 

A 

ICT の活用や教師主導の教え込みから生 

徒主体の学び(個別最適な学び)に変え 

ていくことが生徒の学力や意欲の向上 

に資することが浸透しつつある。学び 

の質の向上をめざし、２年後の研究発 

表を見据えた研修の充実を図りたい。 

中間テスト廃止に伴う日々の家庭学習 

充実について家庭への啓発とICT活用も 

含め引き続き進めていく。 

 
 

評価項目の達成状況について

は、具体的方策の推進によりお

おむね成果に結びついていると

思われる。さらに、今年度に得

られた成果並びに生徒の向上意

欲を高めるため、「次年度への

課題と改善策」を確実に推進し

ていただきたい。 

・学ぶ意味と楽

しさを実感さ

せているか 

・実社会の出来

事に関心を持

ち、探究的活

動に取り組め

ているか 

①総合的な学習の時間でキャリア教育

STEAMS 教育を融合した活動に取り組

む。 

②教科横断的で発展的学習内容を教科内

で実施。特に生徒が自ら課題見つけ探

究する生徒主体の学習活動に取り組

む。(個別最適な学びと協働的学びの

一体化) 

①学校評価生徒アンケート「授業で課題

を考えたり、自ら解決したりすること

によく取り組めたか」90％以上。 

②社会的な課題と連動したテーマの着実

な実施（総合的な学習の時間で各学年

１テーマ以上）。 

③各教科で教科横断的で探究的な学びを

実践。（各教科１単元以上） 

方策①総合的な学習の時間とキャリア教育、

STEAMS 教育の融合は推進した。指標①生徒ア

ンケートでも 91.3％達成。授業での課題の設

定や生徒主体の解決など、主体的、対話的な

学びが浸透しつつある。指標②③1年は PwC

社、地域新聞社によるキャリア教育、2年は片

柳エンジン、3年は修学旅行での STEAMS の視

点での課題解決学習、理科、数学、社会の教

科横断的実践を進めることができた。 

A 

方策①については、全教員に共通認識

が持て、その意味や意義についても理

解が進んできた。生徒アンケートの結

果からも裏付けできる。②についても

各学年での実践は順調に進めることが

できた。特に片柳エンジンは地域の事

業所と連携が図られ大きな成果が得ら

れたと考えている。各取り組みを次年

度以降も着実に進めていくとともに、

レベルアップを図っていきたい。 
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＜現状＞ 

〇令和５年全国学力・学習状況調査、質問紙「先

生はあなたのよいところを認めてくれる」「自

分にはよいところがある」肯定的回答は全国平

均を 10Ｐ以上上回っている。 

〇学校評価生徒アンケート「生活の決まりを守っ

て学校生活を送っている」肯定的回答 97％。 

＜課題＞ 

〇令和５年全国学力・学習状況調査「将来の夢や

目標を持っていますか（肯定的回答は全国より

２P下回る） 

〇不登校傾向生徒の増加、心の不安を訴える生徒

の増加。アンケート調査だけでなく常日頃から

の声掛け、注意深い観察、教職員同士の密な情

報共有、関係機関との日常的連携が必要な状況

である。 

・特別活動、学

校行事等体験

的活動の充実

により、自己

決定の場を多

く設定できて

いるか。 

①授業や学級会、生徒会活動で自己決定

場面を多く設定し、生徒の自己肯定

感や自己効力感を高める。 

②企業も含め様々な分野から社会人講師

を招聘しキャリア発達を促す体験的

活動を多く実施し、将来への夢や展

望を持たせる。(未来くるワーク、未

来くる先生、片柳エンジン等) 

③①②を通し好奇心、創造性、協調性

等、非認知能力の育成を図る。 

①学校評価生徒アンケート「学校行事に

積極的に取り組んでいますか」95%以

上。 

②学校評価生徒アンケート「仲間のよさ

を理解し、お互いを認め合っている」

98％以上 

③市学習状況調査「将来の夢や目標を持

っていますか」70%以上。 

指標①97.2％②99.1％③72.1％となり、概ね 

目標値は達成。特にほぼ全ての生徒が仲間の 

よさを理解しお互いを認め合っている点はう 

れしい限りである。また、将来の夢や希望も 

３年生では 80％であり、昨年よりも改善。こ 

の原因として１年からのキャリア教育の積み 

重ね、生徒主体の授業、学級会、生徒会での 

自己決定の場面を増やすこと、様々な立場の 

社会人講師による授業などの成果と考える。 

 

 

 

 

A 

設定した目標値は全て上回ることがで 

きたことはよかったと言える。課題と 

して、生徒主体の活動については時間 

と準備が必要であり、教員の労力に負 

うところが大きい。なるべく、３年間 

を見通し、各学年が同じ活動に取り組 

み、準備の共通化を図ること、外部講 

師の依頼も早めにまとめて行うなど計 

画的に進めていきたい。 
 

 「将来の夢や目標をもってい

ますか」７０％以上となってい

るが、あまり心配する数字では

なく、高校入学以降には具体的

な目標が見えてくると思われ

る。片柳中学校は校長先生並び

に教職員が生徒を地域との連携

を深める活動を推進しており、

生徒もその活動に意義を感じる

とともに積極的に対応している

ことについては大いに評価して

いる。 

・生徒一人ひと

り に 寄 り 添

い、大切にす

る教育支援が

なされている

か。 

 

①毎日のスクールダッシュボードの活用

と生活記録ノートの生徒との交換を

重視し心の変化に迅速に対応する。 

②年２回の保護者との三者面談、学期ご

との二者面談、アンケート等生徒の

心の変化に寄り添う。 

③校内教育支援ルームを設置。専門的外

部機関との連携を積極的に推進。 

①学校評価保護者アンケート「お子様の

困り事や悩み事に対し学校は適切に対

応していますか」85％以上。 

②学期ごとの各種面談、いじめ、心と生

活アンケート調査等の確実な実施。 

③学校評価生徒アンケート「片柳中は落

ち着いた雰囲気ですか」85％以上。 

方策①毎日の PC への記録は着実に実施し、生 

徒のサインを見取る体制は確立している。 

指標①83.0％②年間３回の二者面談、２回の 

三者面談、各アンケート等予定通りに実施③ 

83.7％。生徒アンケート「困ったことや悩み 

事など相談できる大人はいますか」も 94.8% 

で、生徒に寄り添った適切な教育支援がなさ 

れていると考える。 

 

 

 

B 

校内支援教室である Sola るーむを開設 

し、校内での居場所づくりも進めてい 

るが、そこへ通えない生徒も複数い 

る。相談員、スクールカウンセラー、 

スクールソーシャルワーカー、市教育 

相談室、区支援課、児相等連携を一層 

進めていく。 
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＜現状＞ 

〇学校運営協議会で役割分担を実施し、地域と学

校ができることを検討。委員と生徒との意見交

換を実施。 

〇学校評価生徒アンケート「ボランティア活動に

参加したことがありますか」肯定的回答 88％ 

＜課題＞ 

〇小中のシステムや立地の違いによる物理的な課

題が継続している。 

〇土日の部活動地域移行が実施されたことで生ま

れた課題の整理と解決策の検討。 

 

・義務教育学校

に向けて小中

一貫教育のさ

らなる推進が

なされている

か。 

 

①夏季合同研修会、週 1～2 回の中学校

教員の派遣や授業参観、児童・生徒間

交流を推進。 

②総合的な学習の内容として地域ボラン

ティアを位置づけ、地域貢献に関する

学習活動を実施。 

①学校運営協議会委員と生徒との意見交

換で生まれた行事等の着実な実施。 

②学校評価生徒アンケート「今年度ボラ

ンティア活動に参加したことがありま

すか」95％以上。 

方策①小中の連携については、ほぼ計画通り

実施できた。学校運営協議会での議論から夏

祭りの由来についての広報、地域安全マッ

プ、通学路清掃活動など具体化することがで

きた。②地域ボランティアについては育成会

祭りの中止が影響し、-9％で残念であった。 

A 

小中の連携も進めているが、小中の教 

員同士の日常的交流ができる時間的余 

裕がないことが一番の課題である。学 

校運営協議会も年間開催回数を多く 

し、教員、児童生徒が参加し、議論し 

ていく必要を感じている。  

 地域活動に中学生を積極的に

参加させたいとの学校の姿勢に

より、生徒が進んで参加してい

ること、地域として中学生が頼

もしくい存在であることを現実

に認識する機会となっている。

また、学校運営協議会委員と生

徒の意見交換会でも、出席した

生徒がグループの意見をまと

め、堂々と発表する姿は頼もし

く感じている。 

・部活動地域移

行に関する課

題が解決され

たか。 

 

①かたやなぎクラブと連携し部活動地域

移行に向けた課題の整理、方向性の策

定。 

②部活動や地域行事等新しい支援や協力

の形を模索していく。 

①学校評価保護者「学校は地域と一体と

なって教育活動を進めていますか」

90％以上。 

②部活動地域移行アンケートの生徒、保

護者の満足度 80％以上。 

指標①-2.6%②生徒 86.8%保護者 75.0%。保護 

者への理解を一層進める必要があり、１月に 

保護者対象の部活動地展開説明会を開催。 

 

B 
地域展開について持続可能な形をどう 

作っていくか一番の課題。地域からの 

人的支援もぜひお願いしたい。 
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＜現状＞ 

〇働き方改革への理解は進んできた。しかし、授

業スタイルや行事の抜本的見直しなど、新しい

発想の下での改革・改善には至っていない。 

＜課題＞ 

〇生徒主体の指導観、評価観への転換。教えるか

ら支援、ファシリテーターへ。 

〇ICT を活用した個別最適な学びや協働的な学び

の一体化について学ぶ時間の確保。 

〇業務のより一層の効率化、軽減が必要。 

・新しい教育情

報の収集に努

めているか。 

・業務のより一

層の効率化と

削減が図られ

ているか。 

①全国的な研究会や講演等へのオンライ

ンも含め積極的な参加。最新の教育情

報収集し、自己研鑽するための時間の

確保。 

②ICT 活用により業務の効率化を図る。 

③一層のペーパーレス化、ICT 活用によ

る会議の効率化と時間短縮、計画的年

休や定時退勤日の確実な実施。 

①教職員人事評価、研修に関する自己評

価Ａの教職員が 50％以上。 

②教育課程の改善について教職員学校評

価で肯定的回答 80％以上。 

③印刷関係用品の使用量(用紙、イン

ク、マスター等)の 20％以上の削減。 

④全教職員平均年休取得率 75%以上。 

方策①研修については大学、国、県、民間団 

体等が主催する研修会に参加した教員は増加 

したが、そこまでの余裕がない状況。②ICT 活 

用はかなり進み、テスト採点時間、会議時間 

の短縮など成果が出ている。指標①～③につ 

いては②を除き、数値目標には届かず。④ほ 

ぼ達成。月１回の計画的年休はかなり浸透し 

た。 

B 

生徒主体の指導観や評価観の転換は意 

識としてはかなり進んだと考える。ICT 

化については、AI 活用も含めてさらに 

研究を進めていく必要がある。ソフト 

活用には金銭的負担が生じる点も課題 

である。業務改善についても意識は向 

上しているが、物品の削減などさらな 

る具体的な成果につなげていく努力が 

必要である。 

 

 教職員の働き方改革への方向

性は示されているが、十分な成

果達成へは多くの業務を抱える

なかで、道半ばといえる。しか

し、生徒に夢と希望を与える教

育推進のため、教職員に最新の

教育情報収集確保につながる時

間の確保に努力していただきた

い。 

 


